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論文は序につづく 4 章および全体の総括からなっている。第 1 章ではオーステナイト結品粒度
におよぼす前熱処理の影響をしらべ，オーステナイト結晶粒度とその成長挙動が前熱処理により
種々変化することを明らかにすることにより， 古くからあるオーステナイト結晶粒度の“先天
性"なる概念の誤りを指摘し， また乙の影響においては， AIN などの細粒化に寄与する微細析
出粒子の析出状態の相異が支配的要因として作用することを明らかにした。第 2 章では，細粒鋼
におけるオーステナイト結晶粒の微細化および異常成長阻止作用を明らかにすることを目的とし
て， Nb 含有鋼について， ニオピウム炭室化物の析出量析出形態と結晶粒度および成長挙動の関
係をしらべ，結晶粒の微細化は比較的低温で析出する Nb (CN) , AIN などの微細析出粒子によ
るオーステナイト初期粒度の成長抑制作用によることを明らかにした。また，異常成長の生起条
件を詳細にしらべ，異常成長阻止に効果的な析出粒子の量，形態を明らかにした。第 3 章では，












鋼における結晶粒の微細化は AIN， Nb (CN) などの微細析出粒子による，オーステナイト初期
結品粒の成長抑制作用によること，また，結品粒の微細化および異常成長阻止に効果的な析出粒
子の析出条件を明らかにしている。さらにまた，鋼の熱処理においてしばしば問題となる，オー
ステナイト結晶粒度におよぽす前熱処浬，加熱速度の影響をしらベ，これらの影響を析出粒子の
析出挙動， α→T 変態挙動から明らかにしている。
以上の結果は鋼の製造， 熱処理におけるオーステナイト結晶粒度調整の基礎となるものであ
り，細粒強靭鋼の開発にも役立つものである。したがって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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